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「眼炎症による視神経再生」
栗本　拓冶　先生　（大阪医科大学）
視神経は中枢神経なので一旦傷害されると再生しない、と長年言われていた。

しかし、1980年後半に視神経の断端を切断し、その断端に末梢神経である坐骨神経を移植すると、移植された坐骨神経のあたりに再伸長することが明らかになった。
視神経でも末梢神経の構成成分が再生をうながしているということが判明した。
挫滅した直後にlens injury あるいは、Zymosanを硝子体に注入すると、眼内に活性型マクロファージが浸潤し、網膜神経細胞はＧＡＰ４３陽性となり、視神経が再生する。
眼内に浸潤したマクロファージが再生を促すことが示唆された。
末梢神経組織片を眼内に入れると、神経が再生することが判明した。

オンコモジュリンというタンパクはマクロファージも発現している。炎症を惹起させるとオンコモジュリンの発現が上昇するということがわかった。オンコモジュリンは網膜神経細胞に結合する。
オンコモジュリンやサイクリックＡＭＰの細胞濃度をあげることで、網膜神経細胞の内因性の因子を活性化することで視神経を再生することがわかった。
Zymosanによる眼炎症はマクロファージを介した内因性の再生促進効果を最大限に活性化させているのか、また、眼炎症による再生効果をさらに補完的に促進させることが可能かどうか、ということに対して検討された。
マウスの座滅神経モデルに、サイクリックＡＭＰとZymosanを入れると相乗効果によりZymosan単独よりも強い再生効果がみられた。マクロファージそのものにサイクリックＡＭＰに働いてオンコモジュリンの発現を変化させているのではないのかということについて検討された。
サイクリックＡＭＰがオンコモジュリンの網膜への結合を促進したり、マクロファージでの産生を促進させたりしている。さらに効果を上げるため、Ｐ１０という脱リン酸化酵素を抑えることで、再生を促そうという研究が進んでいる。
いろいろなものを併用すると視神経の全長にわたり再生することが可能。今後はこのような強い再生効果を利用し、さらに中枢への再生を試みたいと考え、研究がすすめられている。
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